
30

第Ⅱ章　 　モンゴル国　ウランバートル医科学大学におけるワークショップより

　ワークショップ開催に至る経緯については、本冊子冒頭の清水信義岡山労災病院院長が述べているとおり

であるが、ここでは、本ワークショップの全体構成とそのねらいについて説明したい。

ワークショップ名

：Training workshop on diagnosis and treat- 

ment of coal worker’s pneumoconiosis and 

asbestos related diseases.

「炭鉱労働者のじん肺とアスベスト関連疾患の診

断と治療のための実践ワークショップ」

開催日：平成 22 年 8 月 4 日− 5 日

開催場所：モンゴル国

ウランバートル医科学大学（Medical Science 

University）講堂

日本からの出席者：4 名

清水　信義	 独立行政法人労働者健康福祉機構 

岡山労災病院長

木村　清延	 独立行政法人労働者健康福祉機構 

北海道中央労災病院長

岸本　卓巳	 独立行政法人労働者健康福祉機構 

岡山労災病院副院長

髙嶋　結花	 独立行政法人労働者健康福祉機構 

医療事業部 勤労者医療課 研究

班主査

第 1 日（8 月 4 日）の内容
1. 開会挨拶等

モンゴル国健康省　Senior Officer Davaadorj 氏、

清水院長、髙嶋主査

2.Ts. Batnasan（Advisor Social Policy, Education 

and Science）による講演

「Occupational health profile of Mongolia」

3. 木村院長による講演①（後掲 5.とともに、本章の 3-（1）に収録）

「Coal worker’s　pneumoconiosis ①」

4. 木村院長・岸本副院長による画像読影解説（その

エッセンスを本章の 3-（2）に収録）

「Practical training for the diagnosis of chest 

X-ray and CT scanning for coal-miner pneumo 

coniosis（Japanese cases）」

5. 木村院長による講演②

「Coal worker’s　pneumoconiosis ②」

6. 木村院長・岸本副院長による画像読影解説

「Practical training for the diagnosis of chest 

X-ray and CT scanning for coal-miner pneumo 

coniosis（Mongolian cases）」

第 2 日（8 月 5 日）の内容
1. Dr. Oyuntogos（Project Officer on Primary Health 

Care, Water and Hygiene Sanitation, WHO）に

よる、モンゴル語による同国内参加者向け講演

「Baseline study of asbestos exposure assess- 

ment on social policy」

2. 岸本副院長による講演（本章 4-（1）に収録）

「Asbestos-related disease」

3. 清水院長による講演（本章 4-（2）に収録）

「Treatment of malignant pleural mesothelioma」

4. 岸本副院長による画像読影解説（本章 4-（3）に収録）

「中皮腫の症例の供覧とトレーニング（12 症例）」

5.Dr. Delgermaaによる、モンゴル語による同国内参加

者向け講演（本講演内容も含め、本章 -2に新規寄稿）

「Asbestos use and its burden in the world」

（1）ワークショップの構成
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ワークショップの構成とねらい

独立行政法人労働者健康福祉機構 医療事業部 勤労者医療課 研究班 主査  髙嶋 結花
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1　 　ワークショップの構成とねらい

モンゴル国で印刷、配布されたパンフレット（上

が表紙、下が中面）。
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第Ⅱ章　 　モンゴル国　ウランバートル医科学大学におけるワークショップより

　モンゴル国（以下、モンゴル）においては、近

年めざましく産業が発展しており、豊富な天然資

源の開発などにより鉱業が拡大するとともに、工

場や住宅の建設も盛んである。その一方で、発展・

拡大に伴う粉じんなどによる呼吸器疾患、金属な

どの産業中毒、需要の増大するアスベストへの直

接ばく露、振動病など、既にわが国が経験してき

た多くの職業病について、現状が十分に把握され

ていない状況にあるとのことである。

　とくに、同国では現在も大量のアスベストが日

常的に使用されており、その対応・対策は今後の

重要な課題であり、早急に被害防止対策を進める

ことにより、このままでは将来的に発生すると考

えられる少なからぬ被害を、未然に防ぐ、あるい

は最少化することが可能であると考えられる。

　そこで当機構では、同国が、わが国が経験して

きた悲惨な体験を追うことが無いよう、また、公

衆衛生向上や職業病の予防・救済に役立てていた

だけるよう、今回のワークショップの内容を組み

立てた。

　当機構が取り組んでいるじん肺やアスベスト関

連疾患等に係る「労災疾病等 13 分野医学研究・開

発、普及事業」などの、これまでに蓄積してきた

豊富な医学的知識や技術等豊富な知見を、同国の

医師をはじめ健康保持・増進に携わる方たちに対

し、直接お伝えし、知識を広めていくことが、さ

さやかながら当機構の医療・医学を通じた国際貢

献になるのではないかと考えた。

　今回のワークショップでは、同国の医師をはじ

めとする関係者に対し、わが国の第一人者であり

国際的にもよく知られた医師陣が、じん肺やアス

ベスト関連疾患に関する基礎知識を解説し、その

上で、日本から持参した実際の胸部 X 線写真と CT

画像を読むという実践的な演習も実施することに

した。また併せて、同国側で用意した胸部 X 線写

真についての読影も実施することにした。

　これは参加者が実際の症例に直に触れる機会を

持ち、また事例ごとに整理された国際的な基準な

どを理解していただくために、「より実践的なもの

を」という意図からである。

　本ワークショップを、被害の未然防止及び診断・

治療等のスキルの向上を図るための、同国専門職

の「啓発」の場とし、かつ継続的な交流の第一歩

としたいと考えた。

　実際には 2 日間をとおし、モンゴルの放射線科

医師、病理医、内科医、工場の医師など 40 名あま

りに対して、じん肺、アスベスト関連疾患に係る

講演と胸部 X 線写真、CT 画像の読影という実践的

なトレーニングをフェイス・トゥ・フェイスで丁

寧に実施することができた。

　具体的には、木村北海道中央労災病院院長が、

炭鉱夫じん肺の診断や関連疾患の基礎知識を講演

するとともに、持参した実際の胸部 X 線写真と CT

画像を供覧し、参加者の診断技術向上のための演

習を行った。また、岸本岡山労災病院副院長が、

アスベスト関連疾患についての基礎知識を講演す

るとともに、持参した胸部 X 線写真と CT 画像

を用い、アスベスト疾患の診断についての演習を

行った。

　さらに、清水岡山労災病院院長が、胸膜中皮腫

の治療について、手術療法を中心に講演を行った。

その他、モンゴルの胸部 X 線写真の提供や同国医

師によるモンゴルにおける職業病や世界のアスベ

スト使用状況についての講演も行われた。

　本ワークショップでは、基本知識の習得をはじ

め、実際のフィルム等を使用した実践的な読影を

実施したことにより、同国の参加者にとって刺激

的で有益であったと思われた。ほとんどの参加者

が自由に意見を述べ、質疑応答も活発に行われた

場となった。またモンゴル側からは、じん肺（石

綿肺）の ILO 分類などの基礎的な知識についての

レクチャーの要望もあり、今後もこのワークショッ

プを毎年継続してほしいとの強い要望を受けた。

　2 日間をとおして、非常に活発な意見交換を行う

ことができた。

　なお、講義等の詳細については次節以降を参照

されたい。

（2）ワークショップのねらい
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